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Ⅰ．はじめに
　体育を教える教員に求められる資質能力につい
て，数多くの研究や論説が行われている。例え
ば，武隈（1992）は，体育に関する職能の内容に
ついて，情熱や人間性といった人格的側面と確か
な教育・体育観や理念を基底として，児童・生徒
を理解する能力，体育の指導能力，体育の経営能
力，学校や教育・体育をとりまく諸条件の認識能
力で構成されることを示している（品田，2008）。
また，木原ら（2005）は，体育を教える教員に求
められる資質能力について，戦後の日本における
保健体育教師に求められてきた専門的力量に関す
る多くの文献や研究を概観し，体育授業におけ
る①知識，②パフォーマンス，③態度，④部活
動，⑤生徒指導，⑥パーソナリティーに整理し
分類している（兄井・本多，2013）。さらに，松
田（2010）は，中学校の保健体育教師に必要な能
力について，直接教員に調査を行い，「人間関係
力」「運動指導力」「情報活用力」「生徒管理力」
が職能として意識されており，「体育授業の指導

以上に生徒指導や部活指導，学校の運営・管理等
への期待を強く感じている」ことを明らかにして
いる。このように，体育を教える教員に求められ
る資質能力については，数多くの事柄が明らかに
なっている。
　この体育を教える教員に求められる資質能力に
ついては，資質能力といった用語だけでなく，職
能や専門的力量，実践的力量といった多様な用語
で表現されている（木原ら，2005）。例えば，兄
井・本多（2013）は，生まれつきの性質や才能
を意味する「資質」や物事をなし得る力とされ
る「能力」ではなく，学習によって習得が可能で
あることを含意する「職能」という用語で，優秀
な教師が持っている職能について明らかにしてい
る。また，野津・後藤（2011）は，「教材素材を
見抜く力」と「子どもを見抜く力」に着目して，
よい体育授業を行うための教師の力量を構造化し
ている。このように体育を教える教員に求められ
る資質能力は，職能や力量といった用語で数多く
検討させてきている。本研究では，中央教育審議
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会教員の資質能力向上特別部会（2012）の審議で
用いられている資質能力で言葉を用いることとす
る。
　このような体育を教える教員に求められる資質
能力に関する研究は，研究方法によって，理念的
研究と実証的研究に区分される（木原ら，2005）。
理念的研究とは，教師や研究者の体験や経験に基
づいていたり，諸外国の文献資料をその根拠とし
ていたりと，保健体育教師はこうあるべきと理念
的に資質能力を記述した研究である。また，実証
的研究とは，質問紙調査や授業観察などある程度
客観的な資料に基づいて資質能力を記述した研究
である。これまでに，行われた体育を教える教員
に求められる資質能力に関する研究は，この 2 つ
の研究に大別できる。
　以上のように，体育を教える教員に求められ
る資質能力は，さまざまな用語や方法で検討さ
れ，多くの知見が明らかになっている。そのため
に，各研究で個別の資質能力の内容が示されてい
たり，個々の教育実践に基づいて資質能力の構造
化が試みられていたりと，一般的で共通した資質
能力については，検討されていないと考えられる

（木原ら，2005）。
　そこで，本研究では，これまでに刊行された研
究や文献に示されている体育を教える教員に求め
られる資質能力について，その事象を出来る限り
多く収集し，質的研究法の KJ 法により，整理・
分類を行い，体育を教える教員が身に付けるべき
一般的で共通した資質能力を明らかにすることを
目的とする。

Ⅱ．方法
1．研究方法
　本研究では，体育を教える教員に求められる資
質能力について，1979 年から 2019 年までに日本
で刊行された研究や文献から事象を数多く収集
し，分類・整理するために，質的研究法の 1 つで
ある KJ 法を採用した。

2．事象を収集した調査対象
　学術用途での検索を対象として論文，学術誌，
出版物をウェブ検索できるサイトを用いて，1979
年から 2020 年までに日本で刊行された体育を教
える教員に求められる資質能力に関する研究や
文献を収集した。「体育」「教員」「資質」「能力」

「力量」「職能」などをキーワードとして，検索を
行った。それに加え，体育を教える教員に求めら
れる資質能力に関する出版物についても出来る限

り収集した。その結果，63 の研究や文献から事
象を収集した。

3．分析
　本研究では，体育を教える教員に求められる資
質能力について過去に研究，提案されてきたもの
を文献から抽出するという方法を選択した。その
後，KJ 法（川喜田，1967；1970）を用いて分析
した。この KJ 法の特徴は，以下のようにまとめ
られている（和ら，2011）。①データ収集と分析
を別々に行う，②分類と集約を通して，分析前に
気づかなかったことを創造的に作り出す，③単な
るデータの分類ではなく，分類と結合によって全
く新しい意味のまとまりを見出していく，④語り
の背後にある構造を読み取ることができる，⑤経
験や思いをある程度まで一般化できる，⑥カテゴ
リー化して見出しをつけることによって，要約，
抽象化することができる。また，KJ 法は，一見
まとめようもない複雑多数な情報やデータを個人
の思考だけでなく，複数人によって類似性や共通
性のある物事にカテゴリー化し，それを繰り返す
ことで新たな意味や構造を理解する方法である

（川喜田，1967）。本研究では，数多く収集された
体育を教える教員に求められる資質能力に対し
て，その類似性や共通性をもとにカテゴリー化を
行い，分類を試みるため，以上のような特徴を持
つ KJ 法を採用した。
　まず，KJ 法を始めるにあたり，過去の研究や
文献から体育を教える教員に求められる資質能力
を抽出し，そのエッセンスを１項目について１
枚のカードに書き，分析の対象とした。その後，
KJ 法の基本的ステップ（ラベル作成・グループ
編成・A 型図解・B 型文章化）を行った。その
際，基本的ステップを２度以上重ね，B 型文章化
を口頭等で省略する省略型累積 KJ 法（川喜田，
1970）を適用した。上記の省略型累積 KJ 法によ
り専門領域が体育科教育である大学教員と大学院
生４名で分析を行った。

Ⅲ．結果
　1979 年から 2019 年までに出された 63 の体育
を教える教員に求められる資質能力に関する研
究や文献から，942 項目の記載内容を収集した。
この項目について KJ 法を用いて分類し，カテゴ
リー化を行った。その結果が表 1 である。この表
の通り，体育を教える教員に求められる資質能力
は，8 つのカテゴリー（35 のサブカテゴリー）に
分類することができた。
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1．体育の指導能力
　このカテゴリーは，体育授業を行う上で，直接
必要となる体育に関する指導能力に関する 7 つの
サブカテゴリーで構成されている。
　「学習指導に関する能力」とは，子どものつま
ずきに気づき適切に指導できる力（北澤・鈴木，
2013）や授業を展開する力（中井・澤田，2007）
など，子どもの運動意欲や学習意欲を引き出すた
めに必要な教員の能力が数多く含まれているサブ
カテゴリーである。「運動指導力」は，運動種目
に必要な技能を指導できる力（岩田ら，2012；植

屋，2005）など，さまざまな運動種目に関する技
能を子どもに習得させるためにどのような指導法
で教えると効果的であるかといった直接運動の指
導（西原，2006）に関わる能力についてのサブカ
テゴリーである。「運動実践力」とは，授業で教
師が示範できる力（岩田ら，2005）など，教員自
身がどの程度運動が実践できるかあるいは実践で
きていたかといった教員の運動能力についてのサ
ブカテゴリーである。「教材研究をする力」とは，
子どもに合わせた教材づくりができる力（加登本
ら，2011）など，子どもの運動意欲を引き出し，

表 1．体育を教える教員に求められる資質能力の分類と収集項目数

カテゴリーとサブカテゴリー 項目数 カテゴリーとサブカテゴリー 項目数
1 体育の指導能力 260 5 人間的側面 201

1 学習指導に関する能力 64 1 人間的魅力 139
2 運動指導力 62 2 健康的 30
3 運動実践力 39 3 豊かな教養 23
4 教材研究をする力 30 4 責任感 9
5 授業方法の開発力 30
6 授業計画立案能力 27 6 教育的信念 59
7 年間計画立案能力 8 1 教職に対する強い情熱 24

2 プロ意識 14
2 マネジメント能力 123 3 一貫した教育的姿勢 13

1 集団の統率力 37 4 教育的愛情 8
2 生徒管理能力 23
3 評価する力 22 7 社会性 49
4 危機管理能力 19 1 パブリックとのコミュニケーション能力 21
5 部活動の運営能力 10 2 人間関係形成能力 11
6 体育的行事の企画運営能力 6 3 社会に対する理解 17
7 情報活用能力 6 7

3 子どもへの対応 89 8 自己研鑽力 75
1 子ども理解力 52 1 研究意欲 44
2 子どもに対する教育的愛情 17 2 省察力 31
3 子どもの動機づけを高める力 13
4 子どもに配慮できる力 7

4 専門的な知識 86
1 教育内容についての知識 56
2 教授方法についての知識 23
3 学習指導要領に関する知識 5
4 体育的行事に関する知識 2

計 942
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運動が上手くなるためにはどのような教材が有効
であるかを考え，調べることができる能力につい
てのサブカテゴリーである。「授業方法の開発力」
とは，ITC の活用（石塚・鈴木，2013）やグルー
プワークの実施（岩田ら，2005）などに関する授
業方法の工夫に関する能力についてのサブカテゴ
リーである。「授業計画立案能力」とは，授業を
計画的に進める能力（岩田，2015）など，学習指
導案の作成も含め，どのように体育授業を進めて
いけば効果的であるかといった体育授業の計画
に関する能力についてのサブカテゴリーである。

「年間計画立案能力」とは，体育授業について，
年間を見通して計画できる能力（明石ら，2015）
についてのサブカテゴリーである。

2．マネジメント能力
　このカテゴリーは，体育授業に加え，部活動や
体育的行事に対する運営管理を含む 7 つのサブカ
テゴリーから構成されている。
　「集団の統率力」とは，学習規律の確立（中
井・澤田，2007；須甲・助友，2017）や学習雰囲
気の醸成（池川ら，2011；高橋ら，2004），学級
経営（浅見ら，2013）も含めて学習集団のまと
め方に関する能力についてのサブカテゴリーで
ある。「生徒管理能力」とは，生徒指導（松田，
2010）も含めて，子どもの実態を踏まえて（久保
ら，2011）教師がコントロールできる能力につい
てのサブカテゴリーである。「評価する力」とは，
授業評価だけでなく子どもの活動を認めて正しく
評価できる（嘉数ら，2015）など学習評価に関
する能力についてのサブカテゴリーである。「危
機管理能力」とは，体育施設の管理（嘉数・岩
田，2013；嘉数ら，2015）も含めて子どもが安全
に効果的に学習を進められるような環境づくりと
指導に関する能力についてのサブカテゴリーであ
る。「部活動の運営能力」とは，専門的な知識や
技能を生かして運動部活動の指導ができ（石村・
山西，2007）かつ運営ができる（永里，2014）能
力についてのサブカテゴリーである。「体育的行
事の企画運営能力」とは，運動会や体育祭などの
企画や運営に関わる能力（渡邉，2010）について
のサブカテゴリーである。「情報活用能力」とは，
外部指導者や IT の活用など情報を上手く活用で
きる能力（木原，2011；松田，2010）についての
サブカテゴリーである。

3．子どもへの対応
　このカテゴリーは，教員が直接子どもに関わる

際の対応に関する 4 つのサブカテゴリーで構成さ
れている。
　「子ども理解力」とは，子どもの個性を知り

（岩田ら，2005），子どもの運動のつまずきに気づ
く（嘉数・岩田，2013；木原ら，2015）など子ど
もを見抜く力（嘉数ら，2015）に関する能力につ
いてのサブカテゴリーである。「子どもに対する
教育的愛情」とは，子どもが好きであること（植
屋ら，2008）や結びつき強い（岩田ら，2005）な
ど子どもに対する愛情にあふれた資質についての
サブカテゴリーである。「子どもの動機づけを高
める力」とは，子どもにやる気を出させる接し方
や支援（藤田・佐藤，2010；加登本ら，2012；中
井・澤田，2007）に関する能力についてのサブカ
テゴリーである。「子どもに配慮できる力」とは，
子どものニーズに合わせること（嘉数ら，2015；
加登本ら，2012）や運動の苦手な子どもに対する
配慮（岩田，2012）など子ども一人一人に配慮で
きる（中井，2010）能力についてのサブカテゴ
リーである。

4．専門的な知識
　このカテゴリーは，学習内容や教授方法，学習
指導要領，体育的行事に関するそれぞれの専門的
な知識についての 4 つのサブカテゴリーから構成
されている。
　「教育内容についての知識」とは，体育だけで
なくスポーツ一般の知識（渡邊，2010）や健康
や体力などの保健に関する知識（兄井・本多，
2013；嘉戸，1991），運動技能に関する専門的な
知識（武隈，1992；山口ら，2010）についてのサ
ブカテゴリーである。「教授方法についての知識」
とは，スモールステップの活用方法（村井ら，
2011）や体育授業の進め方（松田，2010）など運
動の教え方に関する専門的な知識（山口，2010；
四方田ら，2013）についてのサブカテゴリーであ
る。「学習指導要領に関する知識」とは，それぞ
れの校種における学習指導要領の理解や生涯ス
ポーツなどの学習指導要領の理念に関する知識に
ついてのサブカテゴリーである。「体育的行事に
関する知識」とは，体育大会などの運営に関わる
専門的な知識についてのサブカテゴリーである。

5．人間的側面
　このカテゴリーは，教員のパーソナリティーを
含む教員の人柄に関する 4 つのサブカテゴリーで
構成されている。
　「人間的魅力」とは，リーダーシップがある
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（鈴木ら，2012），明朗快活でユーモアがある（中
井ら，1996；村瀬・生方，2010），賞賛や励まし
の態度（高橋ら，1989）など教員自体の魅力に関
する資質についてのサブカテゴリーである。「健
康的」とは，若々しくて体力があり，活発に活動
している教員の様子についてのサブカテゴリーで
ある。「豊かな教養」とは，運動やスポーツだけ
でなく，さまざまな事柄について知っていると
いった教養が豊かな資質についてのサブカテゴ
リーである。「責任感」とは，意志が強く責任感
や使命感があるといった教員の資質についてのサ
ブカテゴリーである。

6．教育的信念
　このカテゴリーは，教員としての教育の考え方
や姿勢と行った信念（朝倉・清水，2010；2014）
に関する 4 つのサブカテゴリーで構成されてい
る。
　「教職に対する強い情熱」とは，教師としての
価値観（佐藤ら，2013）として，教えることに喜
びや教員としての魅力を感じ（植屋ら，2008；植
屋ら，2010），教職にやりがいを感じる資質につ
いてのサブカテゴリーである。「プロ意識」とは，
自分が目指す体育授業を実践するや熱心な指導な
ど，体育指導の専門家であるという自負（四方
田ら，2013）についてのサブカテゴリーである。

「一貫した教育的姿勢」とは，教員自身の考え方
が一貫しており，えこひいきをしないなど，毅然
とした姿勢で教育に携わる資質についてのサブカ
テゴリーである。「教育的愛情」とは，子ども一
人一人に対して愛情豊かに接する資質についての
サブカテゴリーである。

7．社会性
　このカテゴリーは，対人関係や学校組織を良好
に保つためのコミュニケーション能力を含む教員
の社会性に関する３つのサブカテゴリーから構成
されている。
　「パブリックとのコミュニケーション能力」と
は，学校内だけでなく，保護者や地域社会（日
野，2006；坂本ら，2011）との関係を良好に保つ
コミュニケーション能力（武隈，1992）に関する
サブカテゴリーである。「人間関係形成能力」と
は，子どもだけでなく，同僚や仲間などと良好な
関係を保つために必要な一般的な人間関係に関す
る能力についてのサブカテゴリーである。「社会
に対する理解」とは，社会の変化に対応できる，
ボランティア精神など教員の社会性についてのサ

ブカテゴリーである。

8．自己研鑽力
　このカテゴリーは，体育授業の質を高めるため
に必要な研究と教育実践を振り返ることを含む 2
つのサブカテゴリーから構成されている。
　「研究意欲」とは，公開授業の実施（木原ら，
2014）や研修会に積極的に参加する（住本・岡
出，2015；四方田ら，2013），意欲的学習（高橋
ら，1996）など，教員が授業実践を高めるために
必要な研究に関わる態度（園山，1999）などが含
まれるサブカテゴリーである。「省察力」とは，
自身の教師行動やそれに対する子どもの学習活動
など授業実践のさまざまな事柄について振り返る
こと（森ら，2009；北澤・鈴木，2013；久保ら，
2008；鈴木，2010：梅野ら，2010；山口，2011）
ができる能力についてのサブカテゴリーである。

Ⅳ．考察
　本研究は，これまでに刊行された研究や文献に
示されている体育を教える教員に求められる資質
能力について，その事象を出来る限り収集し，質
的研究法の KJ 法により，整理しカテゴリー化を
行い，体育を教える教員が求められる資質能力を
明らかにすることが目的であった。その結果，体
育を教える教員に求められる資質能力は，「体育
の指導力」「マネジメント能力」「子どもへの対
応」「専門的な知識」「人間的側面」「教育的信念」

「社会性」「自己研鑽力」の 8 つのカテゴリーに分
類できた。
　また，それぞれのカテゴリーの下に計 35 のサ
ブカテゴリーがあり，それぞれを見ると，保健体
育教師の専門的力量に関して行われた研究の動向
を整理した研究（木原ら，2005）や保健体育教師
の職能意識を調査した研究とよく似た資質能力が
確認できる。例えば，木原ら（2005）は，「知識」

「（体育授業の）パフォーマンス」「態度」「部活
動」「生徒指導」「パーソナリティー」といったカ
テゴリーを競ってしているが，本研究でも，「専
門的な知識」「運動指導力」「部活動の運営能力」

「子どもへの対応」「人間的側面」とある程度対応
が可能なカテゴリーやサブカテゴリーが見られ
る。さらに，調査研究で明らかにされた保健体育
教師の職能は，「授業構想力」「人間関係力」「運
動指導力」「情報活用力」「生徒管理力」とされて
いるが（松田，2010），本研究でも，よく似たカ
テゴリーやサブカテゴリーが見られる。このこと
から，本研究において明らかにできた体育を教え
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る教員に求められる資質能力は，ある程度，一般
的で妥当であると考えられる。
　加えて，本研究において収集できた項目数が多
いサブカテゴリーは，「人間的魅力」「学習指導に
関する能力」「運動実践力」「教育内容についての
知識」であった。このことから，これまでに刊行
された研究や文献においては，人間的に魅力的
で，運動が上手く，よい体育授業の実践力があ
り，さまざまな知識が豊富な教員が資質能力を備
えていることを示唆している。
　以上のように，本研究では体育を教える教員に
求められる資質能力について，8 つのカテゴリー
と 35 のサブカテゴリーに分類できた。しかし，
各カテゴリー同士がどのような関係であるかを示
す資質能力の構造については，今回は明らかにで
きなかった。資質能力（職能）についての構造化
は，後藤・野津（2012）や松田（2010），野津・
後藤（2010），武隈（1992）が行っており，ある
程度の方向性が示されている。今後は，これらの
研究を参考にして，今回得られた結果を構造化し
た上で質問紙を作成して，実際に体育を教える教
員に調査するなど，客観的なデータに基づいて体
育を教える教員の資質能力を明らかにする必要が
あると考えられる。
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